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1．はじめに

コンクリートの打込み数量管理において，現場技術者
は，作業開始前にある一定の調整分を差し引いたコンク
リート量を発注する．そして，作業の終盤に，コンクリ
ートが打込まれていない範囲の体積を実測し，必要なコ
ンクリート量を計算する．その必要数量と既に発注して
いる数量を比較し，速やかに不足分を調整数量として追
加発注する．
ここで，追加発注したコンクリートが足らなかった場

合には，さらに追加したコンクリートが現場に到着する
まで作業員が待機することになり，長時間労働の原因と
なる．そのため，計算よりやや多めの量を追加発注する
が，このコンクリートが大量に余った場合には，残コ

ン・戻りコンとして処理され，多額の無駄な費用が生じ
る．このため，刻一刻と変わる現場状況に応じて，適切
な時に正確な計算を要する調整数量の計算は，現場技術
者にとって負担の大きい業務となっている．

2．システムの概要

この調整数量を速やかにかつ正確に算定するためにア
プリによるコンクリート打設管理システムを開発した．
本システムは，以下の 3つの機能から成り立っている．

⑴　施工図から躯体体積を計算する機能
図―1にシステムに読込む施工図の一例を示す．また

図―2に読込み後の施工図の立体画像と躯体体積の計算
結果を表示したシステム画面を示す．柱，梁，壁，スラ
ブの部位の平面情報，入力する階高，梁記号，スラブ記
号から部材の高さ情報を認識し，それぞれの部材の体積
を計算する．また，開口部記号から壁開口部の体積を計
算し差し引くことで，正確な躯体体積を計算する．

⑵　生コン車の荷卸状況を管理する機能
図―3に生コン車配送管理画面を示す．配送管理者が
携帯端末上で該当する生コン車の「荷卸完了」をタップ
することで，その時間が打刻され，それまでに荷卸した
コンクリートの累計数量が自動計算される．

⑶　追加発注するコンクリート調整数量の計算機能
追加発注するコンクリートの調整数量は以下の手順に
より算定する．図―4，5に現場技術者の操作画面を示す．
調整数量を計算する前段階，n1台目の生コン車が荷卸を
完了した段階で，このシステムを使用して打込みを行っ
ていない範囲を赤線で囲み，その範囲の体積 Vn1を計算
する．その後 n2台目の生コン車が荷卸し完了した段階
で打込まれていない範囲の体積 Vn2を計算して，生コン

図―1　読込み施工図

図―2　躯体の立体表示および躯体体積表示
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建築技術部 図―3　生コン車配送管理画面
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車 n1台目の荷卸完了時から n2台目までの荷卸完了時
までに打込んだ体積計算結果とそれに対応した実際の荷
卸数量の比率 αを算定する．躯体体積の計算結果に αを
掛けると実際に必要なコンクリート量になる．

α＝Cn2－Cn1

Vn1－Vn2
 ……………⑴

ここに，
Cn1 ： n1台目の生コン車が荷卸完了した段階でのコン

クリート累計荷卸数量
Cn2 ： n2台目の生コン車が荷卸完了した段階でのコン

クリート累計荷卸数量
Vn1 ： n1台目の生コン車荷卸完了時にコンクリートが

打込まれていない範囲の躯体体積計算結果
Vn2 ： n2台目の生コン車荷卸完了時にコンクリートが

打込まれていない範囲の躯体体積計算結果
α	 ： 体積計算結果に対して荷卸したコンクリート数量

の比率（以下，補正係数と記す）
追加発注の際には，任意の nx台目の生コン車が荷卸
した段階で，調整数量を算定する．nx台目の生コン車の
荷卸完了時に打込みが終了していない範囲の体積 Vnxを
計算する．Vnxに補正係数 αを掛け，その範囲の打込み
に必要と予測されるコンクリート数量 Cpnxを計算する．

Cpnx＝α×Vnx ……………⑵

すでに発注しているコンクリート総数量 C0からこれま
でに荷卸した累計数量 Cnxを差し引いて，発注済だが荷
卸ししていないコンクリート量を算定し．打込みに必要
な数量 Cpnxからこの値引いて，nx台目の荷卸完了の段
階で追加発注するコンクリート調整数量 Cdnxを算定する．

Cdnx＝Cpnx－(C0－Cnx) ……………⑶

ここに，
Vnx ： n台目の生コン車荷卸完了時にコンクリートが打

込まれていない範囲の躯体体積計算結果
Cpnx ： nx台目荷卸完了時に打込まれていない範囲に必

要と予測されるコンクリート数量
C0 ： 既に発注しているコンクリート総数量（事前に設

定）
Cnx ： nx台目の生コン車が荷卸完了した段階でのコン

クリート累計荷卸数量
Cdnx ： 追加発注するコンクリート調整数量
この手順により，埋設物や型枠の変形など体積計算に
は含まれていないが実際に打込むコンクリート数量に影
響を及ぼす要因を考慮したコンクリート調整数量を計算
できる．

3．現場検証結果について

本システムを鉄筋コンクリート造の共同住宅物件で検
証した．図―6に打込みを終えていない範囲の体積が約
50 m3から 10 m3に減少する過程で，段階的に計算した
調整数量とその計算した後に実際に打込んだコンクリー
ト数量の比較を示す．各段階での数値の差は最大 1.22 m3，
平均 0.69 m3であり，本システムにより，精度よく調整
数量を計算できることを確認した．

図―4　現場技術者操作画面（図上赤線で未打設範囲を指定） 図―6　計算値と実際の打込み数量の比較

図―5　調整数量表示画面（拡大）


